
春日井市立出川小学校
春日井市立高森台中学校

＜研究開発課題＞
生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる
児童生徒の育成を目指した、これからの時代の
学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた
教育課程及び指導方法に関する研究開発

令和４年～７年度 文部科学省研究開発



1️⃣ 研究概要について
高森台中学校 教頭 小川 晋

2️⃣ 出川小の実践から
出川小学校 教務主任 阪井 克典

3️⃣ 高森台中の実践から
高森台中学校 教務主任 長縄 正芳

おもな内容



1人1台端末
と

クラウド
の

日常的な
活用が定着



＜GIGAスクール構想以前からの大きな目標＞
生涯にわたって自ら学び続けられるように

「探究的な学習の過程」を重視

これまでの経緯 「自ら学ぶ」へ

情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

情報の集め方・情報の整理の方法・ディスカッション・
まとめの方法等

課題の設定

1人1台端末とクラウド環境の整備完
了

各学年･各教科で指導

基本的な操作の指導

探究のプロセス



・体系的な情報活用能力の育成のための

小中一貫のカリキュラム編成

・体系的な情報活用能力育成のための

小１～中３各学年35時間の「情報の時間」

の創設と実践

研究開発学校として取り組んできたこと



研究開発学校として取り組んできたこと

中学校は
技術科で
指導

生涯にわたって自ら学びを
進めていくことができる

児童・生徒の育成

各教科等の学習や学校生活の
あらゆる問題解決的な場面で発揮
（これからの時代に向けて育成を
目指す資質・能力）

補充・深化・統合



1️⃣ 研究概要について
高森台中学校 教頭 小川 晋

2️⃣ 出川小の実践から
出川小学校 教務主任 阪井 克典

3️⃣ 高森台中の実践から
高森台中学校 教務主任 長縄 正芳

おもな内容



令和７年度研究開発学校フォーラム

研究開発の概要

春日井市立高森台中学校
小川 晋



生涯にわたって
自ら学びを進めていくことができる
児童生徒の育成を目指した、
これからの時代の学習の基盤となる
資質・能力の育成に向けた
教育課程及び指導方法に関する研究開発

研究開発課題



自分で学ぶことのできる
児童・生徒を育てる



INPUT

OUTPUT

事実
事実

事実

概念

処理

事実



探究的な学習のために備えたい方法

１ 課題に沿って情報を集められる

２ 集めた情報を比較・分類するなどの
整理・分析ができる

３ 情報（事実）をもとにした
意見形成ができる

４ 情報の吟味ができる



よりよい授業にするために校内で指導していることを集める



情報活用能力の構造



● 「情報の時間」の創設と
「情報の時間」における体系的な
情報活用能力の育成

● どの地域でも実践可能なように
学習指導要領の形式でまとめる

研究の目的



情報活用能力を段階的に育成するために
「情報の時間」を創設し、以下のことを研究する

① 教科横断的な視点を常に意識した
学習活動のあり方

② 体系的・系統的な育成のための教育課程

③ 教材の共有、指導体制の確立

研究の概要





情報の時間で
情報活用能力を育成

総合的な学習の時間

各教科の
学習

授業以外の
場面



僕は奈良時代を「中国との格差を結構なくせた時代かもしれない。」と捉え
た。なぜなら、奈良時代には、中国に遣唐使を送り、中国の仕組みを取り入
れられるようになったため、中国の成功例を丸ごとコピーして、国を強くす
る仕組みを作った。例えば、律令制度や公地公民制、官僚制度などなどが挙
げられる。それにプラスで聖武天皇は、仏教の力で国を護る「鎮護国家」と
いう思想を掲げ、東大寺の大仏造立という巨大な国家事業を行った。これ
は、日本の技術力と経済力を世界に示す、非常に壮大な「国力のアピール」
だった。そして、奈良時代の日本はまだまだ最先端の技術を取り入れるため
に遣隋使だけではなく遣唐使も絶えず派遣し、奈良時代の日本は中国と朝鮮
をハイブリットし、日本特有の考え方で生まれた技術も取り入れた文明がも
のすごく発展している国になった。特に、p51に書いてある唐から鑑真を招
き、正しい仏教の戒律を伝えてもらったことや、正倉院に唐や遠く西域から
もたらされた宝物が納められたことは、日本の文化水準がアジアの頂点であ
る唐と肩を並べるほどに達した証拠だ。この努力の結果、日本は東アジアで
唐に次ぐ先進国としての地位を確立し、「格差を結構なくせた時代かもしれ
ない」と言えるところまで登りつめた。だから僕は奈良時代を「中国との格
差を結構なくせた時代かもしれない。」と捉えた。
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事実をもとに
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政治制度 宗教 テクノロジー 外国との交流
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抽象化



習得から発揮までを

保障する教育課程を編成する
繰り返す
こと

スライド
共有

文脈の提示
活動の
具体



小学４年
プレゼン単元

中学３年
プレゼン単元

一人ひとりの伸び方は違っていい
だから学年を超えて繰り返す





クラウドはいつもそばに





生成AIにリサーチを手伝ってもらう



教員に 生徒に



保護者に配付したパンフレット



児童生徒の手ごたえを定点で追う（７件法）



R6 n=116 R7 n=127

情報の時間の学習に関するアンケート 2024,2025



情報の時間の学習に関するアンケート 2024,2025

R6 n=89 R7 n=90



あなたは、これまでの情報の時間で学んだ結果、

どのようなことができるようになったと考えていますか。

思いつくことを自由に書いてください。

小学６年

私は情報の時間で、友達と意見交換をして、

意見を共有することでより色んな面から物事を

考えることができるようになりました。

中学３年

自分が気になったことや疑問に思ったことを

自分の力だけで解決することができるようになった。

情報の時間を重ねていくごとに、調べるためのツールや分析の

仕方などがどんどん増えていき、解決するまでの時間も

短縮することができていると思う。



あなたは、これまでの情報の時間で学んだ結果、どのようなことが

できるようになったと考えていますか。

思いつくことを自由に書いてください。

小学５年

他教科で表やグラフを使って、相手にわかりやすいようにまとめたり、

スライドを相手が見やすく、わかりやすくなるようなポイントを使って、

まとめたりできるていると思います。

また、自分の考えをいろんなまとめ方で相手に伝わりやすいように

まとめられたり、発表するときに、話す順序を決め、話したときに

相手により伝わりやすくなるようにできていると思います。

中学２年

理科の実験で結果をグラフにまとめるときに、

正しく操作して見やすく作ることや、社会の調べ学習では、

集めた情報を分けたり、比べたりして整理するのに役立った。

また、国語で自分の考えを書くときに、伝わりやすい順序を考えて

書くようになった。



情報の時間について思っていることが

あれば自由に書いてください。

情報は楽しいし、自分でできなかったことが

できるようになるから来年もやりたいです。（小学４年）

情報は将来に役立つと思うので中学になっても情報の授業が

あるといいと思います。（小学5年）

情報の時間は、「自分で考える」という勉強ができるので

来年も情報の時間はあってほしいと思います。（中学１年）



市内中学校で
一部単元実施(n=68)







小学校教員にはどう見えているか



中学校教員にはどう見えているか



総括的な評価 ～評価シートの作成～



1️⃣ 研究概要について
高森台中学校 教頭 小川 晋

2️⃣ 出川小の実践から
出川小学校 教務主任 阪井 克典

3️⃣ 高森台中の実践から
高森台中学校 教務主任 長縄 正芳

おもな内容



出川小学校の取組
春日井市立出川小学校
教務主任 阪井 克典



国語

社会

算数

理科
図工

音楽

体育

家庭

外国語

情報の
時間

総合的な学習の時間

情報の時間は「学びの基盤」

各教科

特別活動・学校行事



情報の時間の取組 １年生の単元例

単元例 経験させる学び方

どっちがたかい？ 比較

なかまづくり 分類

五感を使ってクイズ大会をしよう 五感 写真撮影 挿入



情報の時間の取組 はじめての端末操作



情報の時間の取組 ３年生の単元例

単元例 経験させる学び方

グラフや表にあらわそう スプシでグラフ作成 比較分類

ポップをつくろう 比較分類・関連付け 情報セキュリティ

学校で安全に生活しよう スライド・グラフ作成 比較分類



情報の時間の取組 ４年生の単元例

単元例 経験させる学び方

チャットを知ろう 投稿の仕方

学級レクを考えよう フォーム作成 読み取り 視点

めざせ、進化する◯◯学校 シンキング・サイクル データ分析



情報の時間の取組 ６年生の単元例

単元名 経験させる学び方

ピクトグラムを活用して、校内の施設を１年生に伝えよう 多面的・多角的

保護者会の案内状を作成しよう 目的・意図に合わせた作品

データを活用してマイルールをつくり、伝えよう 目的に応じた文章作成スキル



各教科で発揮させる

↑１年生でも端末を使いこなしながら
情報を集め、ことばを整理していく １年生国語

各教科で発揮させる 少しずつできる選択肢を広げる



各教科で発揮させる

↑系統的な指導のおかげで、４月でも
スムーズに学習を進めることができる ４月の様子

各教科で発揮させる 系統的な指導が４月に生きる



↑自分の課題を解決するため、様々な
方法で情報を集める様子

６年生国語

動画から

関連書籍から

もう一度教科書
を読み直す

各教科で発揮させる 課題を解決するための学び



↑自分たちで意見を出し合い、課題を焦点化する様子 ↑アルコールの害を伝えるスライドの情報を集める様子

５年生音楽 ６年生保健

各教科で発揮させる どの教師の授業でも発揮できる

５年生理科 ６年生外国語

↓単元の成果物を画面録画&音声入力する様子 ↓動画や音声を聞いて、内容を日本語に訳す様子



総合的な学習の時間との関連

どうしたらよく
飛ぶかな？

折り方に注目し
たらどう？

完成！飛ばして
みよう！

うまく飛ばなかった
のはなぜだろう？



特別活動・学校行事に生かす

児童会活動クラブ活動
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58令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

春日井市立高森台中学校

長縄 正芳

高森台中学校の取組
～学び続ける力を育む学校～

令和7年度 研究開発学校フォーラム



59令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

ある授業の様子



60令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

事実を集めて議論する



61令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

自分が学びやすいように工夫する



62令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

既習の単元と関連付ける



63令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

生成AIも使う



64令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

探究的な学習



65令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

データで示す

高森台中学校の生徒たちの学びの姿



66令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

学びの場以外でも、生徒自ら活動を進める

文化祭の準備を進める



67令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

学びの場以外でも、生徒自ら活動を進める

生徒が計画を立てる



68令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

学びの場以外でも、生徒自ら活動を進める

生徒会企画をプレゼンする



69令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

なぜ、このような姿が

見られるようになったのか



70令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

高森台中学校の生徒たちの学びの姿

「学び方」を学び、発揮する



71令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



72令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



73令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び

どんなスキルを
身に付けるのか



74令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び

何を意識するのか



75令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



76令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



77令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



78令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の学び



79令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

教師も学び続け、変わっていった



80令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

教師も学び続け、変わっていった

教師も情報をまとめ、アウトプットする



81令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

教師も学び続け、変わっていった



82令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

教師も学び続け、変わっていった

アウトプット中心の問題解決的な授業



83令和7年度 研究開発学校フォーラム｜愛知県春日井市立高森台中学校

「情報の時間」の効果・まとめ

●学び方を学ぶ 学びの自覚

●できることが増える 自ら学ぶ

●問題解決的に、体験的に学ぶ

日常で発揮する

●教師の教育観や授業の変化
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ありがとう
ございました

教育課程
系統表
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